
　Lukaは、お一人おひとりとの出会いを大切にしています。
人には色々な「港＝憩の場」があります。美容室ルカもそのひとつになりたいと思っています
もし、他の港へ寄り道されたとしても、最後にはまた立ち寄りたいと思って頂ける「港」で
ありたいと思っています。

。

　私事ですが、先日、30年来の友人？！椎間板ヘルニア君が悪化してしまいました。歩け
なくなる程の大事には至らず営業は休まず務めたのですが、日常生活に支障きたしました。
定休日を利用して講習会に参加し、4時間座りっぱなしと冷えが原因でしたが、運動不足を
痛感させられました。今度こそ治ったら歩こうと胸に刻みました。皆さまもお気を付けくだ
さいませ。

　毎年ＧＷ中は比較的予約が取りやすくなっていますので、気兼ねなく予約のお電話お待ち
しております。m(_ _)m
　尚、5月5日(日曜日)はお休みさせていただきます。三男が高校3年生になり、1度も部活
（バドミントン）の試合を応援したことがないので観戦して来ます。

うれしいこと

お知らせ

編集後記

　以前主人に素敵なお茶碗を作って頂いたので、『私も欲
しいなぁ～』とわがままを言ってみました。
　すると，10年以上使っていたお茶碗が割れてしまい次
を探していて、なかなか見つからないでいたら、先日私に
も作っていただけました。
　大きさが納得いかず何度も焼いていただいたとのこと。
今朝、早速使わせて頂きました。ピッタリサイズでした。
これでご飯が大好きな私は、益々楽しくなります！ありが
とうございました。（M）

写真提供：シャティー国際ボランティア会

被災した校舎 学校運営委員会が建設した校舎

　ネパールでは2015年に起きた大地震で約9000人が犠牲になり、70万世帯の家屋が
倒壊しました。学校も例外ではなく7553校(34920校中)が倒壊しました。現在も2000
校の再建の目処がたっていません。
　そこでPRIC JAPAN BEAUTYでは5校目のドリーム小学校の支援先をネパールに決
定しました。ネパールもカンボジア同様に識字率(64.6%)が低いそうです。今回の支援
地域である中央部山岳地域ヌワコット郡は、一日1.25米ドル以下で生活する人(絶対的貧
困)の割合が25%と推定され、背景には十分な教育を受けられないがゆえに現金での収入
を得られないことが挙げられます。
　現在、現地の学校運営委員会が１棟を建設していますが、それではまだ不足してお
り、ドリーム小学校支援として１棟を建設する予定です。今回は防災に配慮した学校再
建とともに、学校家具・備品の提供による学習環境整備を行い、震災以降学校教育から
離れてしまった子どもたちにその機会を保障することを目標としています。
　
　チャリティーカットにお手伝いに来てくれている方の旦那様にネパール出身の方がい
らっしゃったのでお話を聞いたところ、「ネパール人は人に優しく、どこに行っても景
色が綺麗で感動するよ。」とおっしゃっていました。現地に見に行くのが楽しみです。
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学校支援


